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八潮市まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会 議事録 

開催日時 
平成 29年 10月２日（月） 

午後１時 25分から午後３時 30分まで 
開催場所 

八潮市役所別館 

Ａ会議室 

出 席 者 

（敬称略） 

（１号委員）髙橋秀夫、平本なるみ、古庄正登、大野ヒロ子、齋藤勝、右川清夫 

（２号委員）多賀谷一照 

（３号委員）高坂里美、佐藤美智子 

欠 席 者 

（敬称略） 
仲田政司（２号委員） 傍聴者数 ０人 

審議内容

及び審議

結果の概

要 

平成29年度八潮市まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会 

１． 開 会 

２． 委員紹介 

３． 会長の選出及び会長の職務を代理する委員の指定について 

４． 市長あいさつ 

５． 議 事 

・八潮市まち・ひと・しごと創生総合戦略の効果検証について 

６． その他 

７． 閉 会 

提供資料 

八潮市まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会次第 

資料１ 八潮市まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会規則 

資料２ 八潮市附属機関の会議の公開に関する規則 

資料３ 八潮市まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会委員名簿 

資料４ 平成 29年度(平成 28年度実施事業)八潮市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業 

評価調書 

参考資料１ 八潮市まち・ひと・しごと創生総合戦略 

参考資料２ 八潮市人口ビジョン 

参考資料３ 調書の見方 

追加資料 八潮市まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会 質問一覧表 
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【議事詳細】 

 

  平成 29年度八潮市まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会                                     

１．開会 

 

２．委員紹介 

 

３．会長の選出及び会長の職務を代理する委員の指定について 

・事務局 

出欠状況の報告（１人欠席） 

仮議長に齋藤委員を選出 

仮議長の進行のもと、推薦により多賀谷委員を会長に選出 

多賀谷会長あいさつ 

会長の指定により、平本委員を会長代理に決定 

平本会長代理あいさつ 

 

４．市長あいさつ 

 

５．議事  

◎八潮市まち・ひと・しごと創生総合戦略の効果検証について 

・事務局 

八潮市まち・ひと・しごと創生総合戦略の概要、事務事業評価調書の見方、平成 29年度（平成

28年度実施事業）八潮市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業評価調書について説明した。 

 

◎基本目標１ 

・事務局 

基本目標の趣旨、数値目標、事業の状況について説明した。 

事前質問はなかった。 

 

・委員 

資料４「平成 29年度（平成 28年度実施事業）八潮市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業評価

調書」、４ページ「２．地産地消推進事業」について、やしお八つのハッピー野菜博覧会（以下、「は

ぴベジ博」という。）があまり周知されていないように感じる。はぴベシ博に対する、市としての PR

の状況を教えて欲しい。 

 

・事務局 

はぴベジ博は、八潮市商工会が主催、八潮市は後援として行っている事業である。現在、市内の飲食

店には通年で提供できるメニューについて検討していただいている。 

市を盛り上げるために重要な事業なので、商工会と連携し PRを行っていきたいと考えている。 
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・委員 

資料４、５ページ「３．ふれあい農業促進事業」について、達成度評価がＣ評価である理由は何か。 

 

・事務局 

ふれあい農業促進事業では、遊休農地等を活用した農業体験を促進することを目的に体験農園数を

KPIとして設定した。平成 28年度においては、体験農園１件あたり 10万円の補助に対する申請を３

件として KPIの計画値を設定していたが、実際には１件であったため、達成度評価がＣ評価となった。 

枝豆栽培の農業体験を行い、参加者からの反響は好評であった。今後も実施していく予定であるため、

引き続き農家の協力が得られるよう、事業の周知を行っていく。 

 

・委員 

八潮の八つの野菜に関して、本事業の中でどのように活用しているのか。 

また、八潮の八つの野菜には含まれていないが、さつまいも等は、生育の手間がかからず、栽培がし

やすいため、農家の方にもさつまいもの農業体験であれば、引き受けていただくことが可能なのでは

ないか。 

 

・事務局 

八潮の八つの野菜に関しては、八潮市が体験農園について取り組んでいることを市民に認知していた

だくきっかけとしている。また、農家の方にお願いをする作物としては、特に栽培がしやすい、枝豆、

さつまいも、じゃがいもが良いと考えている。 

 

・委員 

農業体験の参加人数は何人か。 

 

・事務局 

平成 28年度の参加人数については、親子 20組を募集したが、実際には親子 10組（親 14名、子 13

名）であった。 

 

・委員 

今から、八潮市まち・ひと・しごと創生総合戦略の KPIを追加することは難しいと思うが、農業体験

の参加人数を KPIの指標とした方が、事業の成果を測る上では具体的で良いかもしれない。 

また、八潮市は、秋葉原駅から電車で８駅と、都心からのアクセスも良く、戦略的に事業を行うこと

で流入人口も増えると思う。 

 

・委員 

資料４、12ページ「11．企業立地推進事業」について活動評価が「Ｂ：あまりできなかった(80％未

満)」となっている。 

八潮市で操業している企業が、事業拡大を図ろうと考えても、十分な土地が確保できず、他市に移転

してしまう場合が多いため、空き不動産情報の提供を行い、企業誘致を活発に行っていただきたい。 

KPIとして設定している「誘致に向けた情報提供数(年間)」について、具体的な数値を教えて欲しい。 
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・事務局 

不動産の空き地情報の問い合わせについては、計画が 10件、実績が 10件であった。 

「事業の評価」欄にある「③成果向上のための課題と対応策」の課題に記載されているとおり、空き

不動産の情報を市単独で得ることは難しいところである。 

 

◎基本目標２ 

・事務局 

基本目標の趣旨、数値目標、事業の状況について説明した。 

事前質問とそれに対する回答について説明した。 

 

・委員 

資料４、19 ページ「２．広報事業」について、活動評価が「Ａ：概ねできた(80％以上)」となって

いるが、イベントの情報を発信したままでは不十分である。どれだけの効果が上がっているかを把握

することが重要であると考えるが、市としてはどのように考えているのか。 

また、イベントの情報発信は、誰が行うのか。 

 

・事務局 

資料４、17ページ、「基本目標２ 人や情報の交流による[住みやすさナンバー１のまち八潮]の発信」

の数値目標「観光資源（「中川やしお水辺の楽校」、「中川やしおフラワーパーク」、「やしお駅前公園」）

来訪者数（年間）」にあるとおり、イベント等の参加者数は増加しており、情報発信による効果が現

れているのではないかと考えている。 

また、イベントの情報発信は、各担当が行っている。 

 

◎基本目標３ 

・事務局 

基本目標の趣旨、数値目標、事業の状況について説明した。 

事務局から、事前質問とそれに対する回答について説明した。 

 

・委員 

資料４、33ページ「10．教育指導推進事業」の平成 28年度の事業の実施状況の中で、学習塾との連

携による国語・算数の学習指導を行い、児童 178名が参加したとあるが、この参加者の決定方法につ

いて教えて欲しい。 

 

・事務局 

学習指導については、希望した 178名の児童全員が参加した。当初は、参加者 150名を予定していた

が、希望者全員の 178名の参加で実施した。 
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◎基本目標４ 

・事務局 

基本目標の趣旨、数値目標、事業の状況について説明した。 

事前質問はなかった。 

 

・委員 

資料４、44 ページ「５．防犯施設整備事業」について、防犯カメラの設置の状況について教えて欲

しい。また、ゴミの不法投棄防止を目的として防犯カメラを設置できないか。 

 

・事務局 

防犯カメラの設置数は、平成 28年度までに累計 90台を設置している。平成 29年度は、12台の設置

を予定しており、今年度で全小中学校の通学路を中心に１校あたり４台の防犯カメラの設置を完了さ

せる予定である。今後は、人が集まりやすい公園内に防犯カメラの設置を行う予定である。 

 

・委員 

防犯カメラの設置にかかる金額はいくらなのか。 

 

・事務局 

防犯カメラ本体と設置費を合わせ、１台あたり約 50万円である。 

 

・委員 

戸田市では、防犯カメラの設置により不法投棄が減ったという事例があるので参考にして欲しい。 

また、防犯上の観点から、公園の街灯整備についてよく検討して欲しい。 

 

◎全体を通しての意見 

 

・委員 

新聞に掲載された記事に、ごみ屋敷対策条例化とあった件に関して、条例制定の状況と、市内にある

ごみ屋敷についてご説明いただきたい。 

 

・事務局 

八潮市まちの景観と空家等の対策の推進に関する条例は、平成 28年第２回八潮市議会定例会で可決

され制定した。また、条例制定後、市に寄せられた案件としては３件で、ごみや庭木の繁茂等に対す

る苦情となっており、それぞれ個別に対応している状況にある。なお、原因者に対しては、継続的に

支援を行っている。 

 

・委員 

ある本で、首都圏の住みたくない街として八潮市が掲載されていた。八潮市に対し良くないイメージ

を持っている人もいるので、イメージの向上に努めて欲しい。 
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・事務局 

そのような声についても、一つの評価として受け止める必要があると考える。また、八潮市に対する

良くないイメージを払拭するため、防犯の対策の整備等を進めているところである。 

 

・委員 

市内に警察署がないことについて、市としてどのように考えているか。 

 

・事務局 

市民から警察署の誘致についての要望は、多く寄せられている。市としても埼玉県警に対し要望を

行っているところであるが、警察官の確保が難しいというのが現状である。 

今後も県警に対し継続的に要望を行っていく。 

 

・委員 

市内に雑草が生い茂っている公園がある。防犯の面や避難場所という観点からも、公園の草刈りを

行って欲しい。また、雑草が生えていることにより、子供の遊び場として機能していない。 

公園は、年に何回草刈りを行っているのか。 

 

・事務局 

本日、担当者が出席していないので後日回答する。 

 

・委員 

外国人労働者は、日本での生活に対して様々な不安をもっており、市がサポートする必要がある。 

また、外国人を狙った悪質な訪問販売の存在や、夜間にも利用できる郵便局に対する要望についても

よく耳にする。さらに、外国語が併記されている標識が少ないので整備をお願いする。 

 

・委員 

外国人の増加に伴い、その外国人の子供も増えている。学校での教育が十分になされるよう、対応し

て欲しい。 

以上 


